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背景：日本の人口ベースのサンプルを用いて、4 か月の乳児をもつ母親の揺さぶりと口塞ぎ

の存在割合を推定し、リスク因子を明らかにすること。 
方法：愛知県 45 市の 4 か月健診を受診した母親に質問紙調査を実施した(N=6,487, 有効回

答率: 66.8%)。その質問紙で、過去 1 か月間の揺さぶりおよび口塞ぎの頻度、母親・子の特

性、世帯の状況について調査した。そして、これらリスク因子と揺さぶり、口塞ぎ、揺さ

ぶりまたは口塞ぎとの関連をロジスティック回帰分析によって検討した。 

結果：自己申告による過去 1 か月の 1 回以上の揺さぶり、口塞ぎ、そのどちらかの存在割

合は、それぞれ 3.9%（95%信頼区間：3.5%-4.4％）、2.7%（95%信頼区間：2.3%-3.1%), 5.4% 

(95% 信頼区間：, 4.9%-6.0%)であった。揺さぶりまたは口塞ぎのリスク因子は、母親の年

齢が 34 歳以下（特に 24 歳以下）または 40 歳以上、母親が常勤で勤務していること、4 か

月健診の受診月齢が遅いこと、初産、一戸建て居住、２階以上の集合住宅（特に１０階以

上の集合住宅）の居住、主観的経済状況の悪さ、泣きの量を多いと感じること、産後うつ、

であった。保護因子としては部屋の数が４つあること、そして相談できる人の数が多いこ

と、であった。 

結論：日本における自己申告の揺さぶりおよび口塞ぎの存在割合は欧米諸国と同等であっ

た。この研究結果が、揺さぶりや口塞ぎといった乳児虐待のリスクを持つ母親を特定する

ことに役立つかもしれない。 


